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全
国
唯
一
の
同
名
自
治
体

　人
口
約
２
０
０
０
人
。

親
し
み
の
あ
る
同
じ
町
名

の
こ
の
町
は
、
人
口
の
約

６０
%
が
６５
歳
以
上
で
あ
り
、

高
齢
化
率
は
福
島
県
内
で

１
位
。
町
の
面
積
は
東
京

２３
区
の
半
分
ほ
ど
で
、
２

つ
の
小
学
校
が
あ
る
。
広

大
で
あ
る
た
め
、
中
心
部

の
無
床
診
療
所
の
他
に
２

つ
の
出
張
診
療
所
を
置
く
。

　平
成
２３
年
７
月
新
潟
・

福
島
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

一
級
河
川
が
氾
濫
。
激
甚

災
害
に
も
指
定
さ
れ
た
。

被
害
箇
所
や
Ｊ
Ｒ
只
見
線

の
復
旧
現
場
も
視
察
で
き

た
が
、
他
人
事
で

は
な
い
と
強
く
感

じ
た
。

　昭
和
５０
年
、
人

口
は
５
５
０
０
人

余
り
で
議
員
定
数

は
１８
人
。
徐
々
に

削
減
し
、
平
成
１９

年
選
挙
か
ら
は
我

が
町
と
同
じ
１０
人

と
し
た
。
平
成
３０

年
９
月
議
会
で

「
議
員
定
数
等
検
討
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
調
査

検
討
を
始
め
、
視
察
直
後

の
選
挙
か
ら
は
定
数
８
人

と
な
っ
て
い
る
。

　「
面
積
の
広
さ
や
民
意

の
反
映
」
と
い
う
大
き
な

課
題
を
抱
え
て
の
船
出
と

聞
く
が
、
我
が
町
も
同
様

の
課
題
と
向
き
合
い
、
多

く
の
町
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
議
論
を
深
め
た
い
。

　夕
方
、
２
つ
の
金
山
町

の
議
員
総
勢
２０
名
が
一
堂

に
会
し
、
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い

交
流
が
生
ま
れ
、
再
会
を

約
束
し
な
が
ら
有
意
義
な

時
間
を
共
に
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
た
い
。

一
体
型
施
設
の
整
備
で
活
路

　昭
和
村
は
人
口
約
１
２

０
０
人
。
高
齢
化
率
は
隣

の
金
山
町
に
次
い
で
県
内

２
位
。
２０
年
以
上
も
前
に

先
見
的
と
も
言
え
る
一
体

型
施
設
「
昭
和
村
保
健
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
み
れ

荘
」
を
建
設
し
て
い
る
。

　そ
れ
ま
で
点
在
し

て
い
た
保
険
、
福
祉
、

医
療
に
関
す
る
５
部

門
の
機
能
を
こ
の
施

設
に
集
約
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
も
隣

接
さ
せ
た
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し

や
す
い
体
制
を
敷
い

て
い
る
。

　診
療
科
目
は

内
科
と
歯
科
で
、

常
勤
医
師
が
各

１
名
。
更
に
進

む
高
齢
化
に
対

応
す
る
た
め
の

交
通
手
段
、
往

診
や
訪
問
診
療

の
拡
充
検
討
等

が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い

た
。　我

が
町
で
は
、

今
後
の
診
療
所
の
在
り
方

が
示
さ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、

課
題
を
掘
り
下
げ
な
が
ら
、

欠
か
せ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
を
追
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議会運営委員会、議会活性化・財政健全化特別委員会合同研修

修研 告報 金山町
昭和村

福 島 県

人口減少に向き合い 共に生きる人口減少に向き合い 共に生きる　国
に
関
わ
る
町
の
重
要
事
項
に
つ

い
て
、
議
員
全
員
で
衆
議
院
、
参
議

院
の
各
議
員
会
館
等
に
て
県
内
選
出

国
会
議
員
を
各
々
訪
問
し
、
早
期
実

現
に
向
け
た
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　各
国
会
議
員
は
、
各
々
３０
分
も
の

時
間
を
確
保
し
、
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
努

力
す
る
こ
と
も
約
束
し
て
い
た
だ
い

た
。

１

　地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
と
寒

　冷
補
正
の
強
化
に
つ
い
て

２

　東
北
中
央
自
動
車
道
「
新
庄
湯

　沢
地
域
間
高
規
格
幹
線
道
路
」
の

　早
期
整
備
に
つ
い
て

３

　地
域
木
材
の
利
用
拡
大
及
び
森

　林
環
境
贈
与
税
の
森
林
面
積
が
大

　き
い
自
治
体
へ
の
重
点
配
分
に
つ

　い
て

４

　外
国
人
研
修
生
へ
の
語
学
支
援

　の
創
設
に
つ
い
て

町
の
重
要
４
項
目
の
早
期
実
現
を
要
望

（
１１
月
１９
日
）

　文
部
科
学
省
を
訪
問
し
、「
未
来

に
つ
な
ご
う

　み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
施
設
助
成

課
の
木
村
補
佐
と
山
田
係
長
か
ら
廃

校
施
設
の
活
用
事
例
を
紹
介
い
た
だ

い
た
。

　全
国
で
毎
年
４
７
０
校
程
の
廃
校

が
発
生
し
、
約
７５
％
が
活
用
さ
れ
て

い
る
一
方
、
約
２０
％
が
用
途
も
決
ま

ら
ず
、
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
く
て
も
、
活

用
の
可
能
性
が
あ
り
、
企
業
に
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
自
立
的

に
収
益
を
上
げ
、
補
助
金
や
税
金
に

頼
ら
ず
、
持
続
可
能
な
形
で
運
営
を

行
う
こ
と
が
真
の
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
や
、
市
町
村
だ
け
で
は

Ｐ
Ｒ
が
難
し
く
、
文
科
省
が
企
業
へ

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　廃
校
に
な
る
と
決
ま
っ
た
時
点
で

次
な
る
利
活
用
を
検
討
し
、
教
育
委

員
会
で
は
な
く
、
地
域
振
興
関
係
部

局
が
中
心
と
な
っ
て
検
討
を
進
め
る

べ
き
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
き
た
。

「
廃
校
は
、終
わ
り
で
な
く
、始
ま
り
。」

（
１１
月
２０
日
）

町
長
・
議
長
の
連
名
で

　
　
　
　

 

提
出
し
た
要
望
事
項

一体型施設「すみれ荘」で話を聴く

すみれ荘を訪れていた移動販売車

平成23年豪雨の爪跡残る只見川

福島県金山町議会での視察研修

金 

山 

町

か
ね

や
ま

ま
ち

「
議
会
運
営
、

　
　
　  

議
会
活
性
化
」 10/9㈬

昭 

和 

村

し
ょ
う

わ

む
ら

「
診
療
所
の

　
　
　 現
状
と
課
題
」 10/10㈭

議員中央要望・中央研修議員中央要望・中央研修

多くの事例が記されたパンフレット 文部科学省で廃校利用を学ぶ

加藤鮎子環境大臣政務官室にて


